
百年罹晴 い日の人杉の学校  閲校 明治41年  令和7年3月 24日  玲和6年度様 式特別号

`“
, 4 だ より

●il児嵐B3名(令i,7年 3月 248現」             ′■EE子市
=●
第′`」ヽ与1交

教育β置‐て′増ソフ:雪ir>かに く´杉 γごぇくましくみィをと:生きるァ

～子としたちの1未黎`を多く学後‐～

未来を拓く
校長  高澤 書■

今年は、暖かしヽと寒いを繰り返す日が続きました.校蔵の百年桜もようやくつぼみを膨らませ、花弁が

闊く気配が感じられるようになりました。本日、6年二は事業式を邊えました。小学校を巣立ちゆく子ども

たちにヽ よりお祝いを申し上げます。

昨年度コロめ 輝
`彙

を掃しヽてヽ る`とさに「自分たちにもやら

せてほしい」と声をかけて|たのは、今の6年生てした。また、大

雪の日に、「石川歩邁嬌」の彗かきをしていると、奥っ先に声をか

けてきたのも6年生てした。「やってみたい」「

"職
したい」という

気持ちに浴れてヽ る`未晴らしい6年生でした。年度当初、6年生

は1年生の教童へおせ話に行きました。教菫をのぞt｀てみると、

6月 になっても1年生σ〉餃菫て'子どもたちととも:(遊ぶ6年生の

姿が見られました。1年生も 罐 のお兄さん、お姉せん0ゞ大好

きになりました。

その後も様 な々場面で■確する6年生の姿は、側褻者・地域の皆さまにご覧いただいてきたとおりで

す。体育学

―

音楽会といった学校行事を始め、姜貝全活動やクラブ活動.たてわり班活動で

は、運営の中心として、学校のリーダーとしての役割を務めてきました。ませに第′Vlヽ学校のfレジェン

ド」として、その姿は、た機生の胸にも深く刻まれました。事業を迎えるにあたり、一人ひとりの思い場
=

すことに嬌ないがあります。楽しいことや婚しいことばかりではなく、ひよっとするとやり残したことや後

悔していることがあるかもしれません。1,■ど、それらすべてうヽ 自分自身をtる r根」となります。事業

生一人ひとt,がこのや 人生の中で薇を伸ばし、大きな花を哄かせることを期待しています。どうぞ第′ヽ

1ヽ学校の事業生として末来を拓く存在であり続けてくだせい.

4月はもうすぐです。子どもたちは、′」ヽ学校の児機から中学,棧の生徒へと議長の階段を一段上ります。

これから始まる中学腱生活にお菫を担■、前を向いて進んでいくことを職員―同願っています。そして、

事業上として、世域の一員として、第′ヽ′
Jヽ学校を見守ってくれることを期待して、ヽます。保護者の皆様|〔

おかれましては、これまでのお子様のご成長を振り返り、螂 ひとしおど存じます。子どもたちはたくま

しく成長してtヽますが、まだまだ保護者の皆様のお力添えを

“

姜とする場面もきっとあることと思います.

今後とも、子どもたちに寄り添い.励|ます0をとしてお子さんを支え続けてください。小鰤 間接的に

はなります力ヽ 子どもたちの成長をともに見守ってまヽ り`ます。これまで、本校の教育活動にご理解・ご協

力をいただき、ありがとうごでヽ`ました。

ご卒業おめてとうごぎヽヽます。
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令和6年度 第 3回 八小俳句大賞(大賞・入賞作品)

※大賞作品の選考t.今回も引お興営協議員の言樹こご協力いただきまし,●

3学期も.低・中・高学年で一つずつ大賞作品を選びました 俳句大螢の取組を通して.子どもたちは俳句づくt,こ

興味をもつようになりました また.五・t.五の日本悟の1,ズムや響剖こ対する姉 鋭くなつてきました これからも

子ともたちの言葉の感性が豊かになる取組を工夫して行つていきます.
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